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5 月 17 日、全国を転戦する FJ ジャパンリーク Rd.1 が岡山国際サーキットにて開催された。 

FJ1500／スーパーFJ 地方選手権鈴鹿・岡山シリーズの第 2 戦にあたる。 

参加台数は FJ1500 が 8 台、スーパーFJ が 15 台、合計 23 台でうち 7 台がジェントルマンクラスだ。 

 

■公式予選 

 午前 9 時、15 分間の予定で公式予選が始まった。岡山国際サーキットは早朝より雲一つ無い快晴で、

まだ気温も低く絶好のコンディションとなった。 

 開始直後の 2 周目には、このレースがデビュー戦の井出七星翔（いで・ほくと）選手（#35 RS イディア

イーグル KKS2）が 1 分 39 秒 932 を記録しトップに立った。 

 2 位には藤井翔大選手（#34 Drago CORSE）が、3 位には参戦 2 戦目でこの春高校生になったば

かりの 15 歳、柱本翔夢伊（はしらもと・かむい）選手（#7 REV RACING with LAPS）がつける。いず

れもスーパーFJ の選手だ。 

 3 周目、ここで伊藤駿選手（#15 ZAP SPEED KK-F）が 1 分 37 秒 494 でトップに浮上。2 位にも

酒井翔太選手（#22 ファーストガレージ）が上がり、FJ1500 勢の速さが光る。 

 5 周目、伊藤選手はセクター1、2 とベストタイムを更新しながらアタックするがここでコースアウト車両

があり赤旗中断。各車ピットに戻り、9 時 14 分から残り 5 分 43 秒で予選が再開された。 

 再開後、各ドライバーはアタックを開始。ここでも FJ1500 勢が速い。伊藤選手はチェッカー後のラッ



プでただ一人 1 分 37 秒台を切る 1 分 36 秒 862 をたたき出し、ポールポジションを確定した。2 位

には１分 37 秒 287 と大きく離された酒井選手が入った。 

 総合 3 位にはスーパーFJ でポールポジションとなった井出選手が、同 4 位には FJ1500 で 3 位の

永原蒼翔選手（#51 ピットワークながはら/MYST）が入った。 

 総合 5 位には、スーパーFJ で 2 位の柱本翔夢伊選手（#7 REV RACING with LAPS）が、総合 8

位には同 3 位でジェントルマンクラスの畠山退三選手（#38 Hobby Base & MYST）が入った。 

 決勝は、午後 1 時 15 分より 12 周で争われる。好天のため気温も上がり、まさに熱い戦いが繰り広げ

られそうだ。 

 

■予選コメント 

【FJ1500】 

ポールポジション 伊藤駿選手（#56 MYST & 制動屋） 

「ベストで周回していた周に赤旗が出てしまいました。その

後、残り時間が心配でしたが、ベストを出した周もミスって

しまいました。みんなもそうだと思いますが、路面が微妙

で、攻めきれずに不完全燃焼です。2 位とのタイム差はあり

ますが、みんな路面に苦しんでこういう状況なので、決勝に

なれば僅差になると思います。それなりにバトルになるでし

ょうが、追いつかれるようなレースにはしたくないと思って

います」 

 

予選 2 位 酒井翔太選手（#22 ファーストガレージ）        

「出て行ったタイミングがかみ合いませんでしたし、途

中赤旗とか黄旗もあって、タイムを出し切れませんでし

た。クルマの方向性はよかったですが、朝一の新品ア

タックが予測できなくて、思ったよりアンダーステアが

強かったので、これから改善したいと思います。決勝

は序盤は伊藤選手と同じくらいのペースになると思い

ます。スタートで前に出られなければ、チャンスを狙っ

て抜きたいと思います」 

予選 3 位 永原蒼翔選手（#51 ピットワークながはら/MYST） 

「赤旗や黄旗があって、ベストラップが抹消される周

がありました。赤旗後にクリアラップも取れませんで

した。練習から路面がアンダー傾向になっているの

で、決勝ではそこを煮詰めて走りたいと思います。前

のスーパーFJ をパスして追いかけていきます」 

 
 
 



【S-FJ】 

予選 1 位 井出七星翔選手（#35 RS イディアイーグル KKS2） 

「4 輪のデビューレースなので、まだ分からないことばかりです

が良かったです。途中、ベストベストで行けそうな周に赤旗が入

りました。S-FJ トップで全体 3 番手ならいいと思います。決勝

のロングランに不安はありません。前 2 台の FJ1500 をかき乱

せるように頑張ります。アトウッドでつければ、いい戦いができ

ると思います。旧型で勝って総合優勝を目指します」 

 

予選 2 位 柱本翔夢伊選手（#7 REV RACING with LAPS） 

「FJ は 2 戦目ですが、開幕戦はリタイアでした。今回は小さい頃

から練習していて得意な岡山なので、結果を出そうと思います。

コンディションが良くなくてリアで苦戦していて、カウンターで対

応していました。2位でほっとしました。開幕戦はレースをあまり

できていなくて、バトルの経験値が少ないですが、できる限りの

ことをやって、総合優勝をめざして頑張ります」 

 

予選 3 位 畠山退三選手（#38 Hobby Base & MYST） 

「最終ラップを失敗したのでそこで 0 秒 5 ほど失いました。もう

ちょっと行けたと思います。ジェントルマンクラスですが、そこは

考えていません。決勝は一人でも前を抜けるように、表彰台まで

頑張ります」 

 

 

 

 

決勝レース 

 

 



 この日、岡山国際サーキットのある美作市は最高気温 32 度を記録し真夏日となった。この高温の中、

午後 1 時 15 分、23 台が参加してフォーメーションラップが始まり、1 周を回ってグリッドに整列。シグ

ナルブラックアウトでスタートが切られた。 

 

 ポールポジションの伊藤駿選手（#56 MYST & 制動屋）が無難なスタートを切り 1 コーナーへ向かう

一方、予選 2 位の酒井翔太選手（#22 

ファーストガレージ）はスタートをミス

して後続に飲み込まれる。2 位には井

出七星翔選手（#35 RS イデアイーグ

ル KKS2）が、3 位には永原蒼翔選手

（#51 ピットワークながはら/MYST）

が、4 位には柱本翔夢伊選手（#7 

REV RACING with LAPS）が続き、

酒井選手は 5 位まで順位を落とした。

6 位には畠山退三選手（#38 Hobby 

Base & MYST）がつけている。 

 1 周目、トップに立った伊藤選手は早くも 2 位の井出選手を 0 秒 9 離して戻ってきた。4 位の酒井選

手はこのオープニングラップで永原選手を、さらに 2 周目には柱本選手を捉えて 3 位に上がってきた。 

 5 周目、トップ伊藤選手は 2 位の井出選手を 4

秒 1 離して独走状態。その井出選手には、徐々に

追いついてきた 3 位酒井選手が背後につける。6

周目には酒井選手が井出選手に先行するが、井出

選手も抜き返すという、抜きつ抜かれつの争いを

演じる。 

 6 周目、コースアウト車両がありここでセーフテ

ィーカー（SC）が導入された。この時点での順位

は、トップ伊藤選手（FJ1500）、2 位井出選手

（S-FJ）、3 位酒井選手（FJ1500）、4 位柱本選手（S-FJ）、5 位永原選手（FJ1500）、6 位藤井翔大選

手（#34 Drago CORSE／S-FJ）、7 位田崎脩馬選手（#55 ミスト制動屋 KK-F／FJ1500）と

FJ1500 と S-FJ が交互に並んだ。 

 SC は 9 周を回って退き、レースは 10 周目から再開された。トップ伊藤選手はポジションを守ったが、

1 コーナーでは 3 位の酒井選手が井出選手を捉えて 2 位に上がった。 

 11 周目の 1 コーナーでは、4 位争いの永原選手と田崎

選手が接触してコースアウト。永原選手は再スタートを切

ったものの田﨑選手はこの場でリタイアとなった。ここで

再び SC が導入される。 

 残り周回数も少ないためレースは再開されず、規定の

12 周を回って SC 先導で各車ゴールを迎えた。 

 優勝は伊藤選手で開幕戦鈴鹿に続き FJ1500 で 2 連

勝。2 位には酒井選手（FJ1500・2 位）が、初レースの井



出選手が 3 位に入り S-FJ 優勝と大健闘。4 位には柱本選手（S-FJ・2 位）が入った。 

 予選総合11位からレースを始めた藤井選手は周毎に順位を上げ、4位柱本選手も一瞬抜き去るもSC

でチャンスを失い 5 位（S-FJ・3 位）でレースを終えた。6 位には光山勇正選手（#77 ファーストガレー

ジ丸和精光 KK-F／FJ1500・3 位）が入った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

総合 1 位、2 位、3 位の表彰 

 

【FJ1500】 

優勝 伊藤駿選手（#15 ZAP SPEED KK-F） 

 「スタートで酒井選手がミスったので優勝は確信しました。やってみたい運転もあったので、それを試し

ながら走っていました。次回からは出る予定はないので、チャンピオンは追いませんが、機会があったら

また出たいです」 

 

決勝 2 位 酒井翔太選手（#22 ファーストガレージ） 

 「今回いろんなカテゴリー（F110 と Formula Beat）に乗っているので、感覚が狂ってスタートをミス

りました。旧型の FJ の方がストレートが速いので、抜くのにもスリップを使うと水温が上がってエンジン

パワーが落ちたり、スリップを使わないとストレートが遅いので抜けないしという悪循環でした」 

 

決勝 3 位 光山勇正選手（#77 ファーストガレージ丸和精光 KK-F） 

 「いままで筑波のレースに出ていて岡山もこんな大きなレースも初めてで、楽しみにしていました。練習

で課題が見つかりましたが、予選ではミスして一発のタイムを出すことができませんでした。決勝のスタ

ートはそこそこ決められましたが混走なので、抜いてもストレートで行かれてという感じでした。SC 後の

リスタートは決まりましたが、ブレーキを暖めてなくてまっすぐ行ってしまいました。前2台の接触があっ

たので、3 位に上がれたのは運が良かったと思います」 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

S-FJ 1 位、2 位、3 位の表彰 

 

【S-FJ】  

優勝 井出七星翔選手（#35 RS イディアイーグル KKS2） 

 「スタートは苦手で、成功したわけではないですが、無難にできたと思います。前の FJ1500 のドライ

バーが失敗したので前に出られましたが、そこからはペースがないのがわかっていたので防戦一方でし

た。SC 明けでは、S-FJ と FJ1500 の差が生かせずにやられてしまいました」 

 

決勝 2 位 柱本翔夢伊選手（#7 REV RACING with LAPS） 

 「めちゃうれしいです。5位スタートでしたが、途中でFJ1500同士がぶつかって、よけられなければ巻

き込まれていたので、神様が助けてくれたのだと思います。藤井選手がヘアピンまでに僕を抜きに来た

のも楽しいバトルでした。そこで僕が前に出たときにセーフティーカーが出ました。バトルと駆け引きの

経験ができたので、次の鈴鹿はトップを取ります」 

 

決勝 3 位 藤井翔大選手（#34 Drago CORSE） 

 「予選は総合 11 位でクラス 5 位でした。ガレージが最終コーナー寄りで前を開けていこうと思ってた

んですが、僕の手前でチェッカーが出て 1 周足りませんでした。決勝のペースは悪くないので、バトルし

て上がっていこうと思っていました。SC が出るのは覚悟していたんですが、良くをいえばもう 1 台抜き

たかったですね。僕の前で大きなクラッシュがあったので、SC 出るまでの間に抜きにいったんですが、

バックストレートで前にいたものの、ヘアピンでアウトだったので引くしかありませんでした。今年は出る

レースすべて表彰台に乗れているので、鈴鹿・岡山シリーズのチャンピオンを取りに行きます」 

 

  

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

FJ マスターズ(ジェントルマン)の表彰。 

 

FJマスターズシリーズは、全国戦のFJ ジャパンリーグに参加されているジェントルマン選手(40才

以上)を対象にシリーズ化されたもので、毎レース、ポイントと賞金が与えられる。また、ポイント集計

によりシリーズ賞/賞金が設定されている。 

(ポイント表は下部参照) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


